
一 
 

○ 昭 和 三 十 五 年 郵 政 省 告 示 第 六 百 四 十 号 （ 放 送 区 域 等 を 計 算 に よ る 電 界 強 度 に 基 づ い て 定 め る 場 合 に お け る 当 該 電 界 強 度 の 算 出 の 方 法 を 定 め る 件 ） 

    ( 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 案 現 行 

  

１ （略） １ （同左） 

２ 超短波放送、テレビジヨン放送、超短波音声多重放送又は超短波文字多重放送を行

う基幹放送局 

２ 超短波放送、テレビジヨン放送、超短波音声多重放送、超短波文字多重放送、

テレビジヨン音声多重放送、テレビジヨン文字多重放送又はテレジヨン・データ

多重放送を行う基幹放送局 

(1) 山岳回折に関係する山（地形の見通図（注１）において、送信空中線輻
ふく

射体中心

部と受信点（地上高４メートルの点とする。ただし、使用する電波の周波数が 300

ＭＨzをこえる場合であつて、その点が市街地内にあるとき（注２）は、その点を

中心とする１キロメートル平方の地表の平均の高さから 10メートルの高さの点と

する。以下同じ。）とを空間を通つて最短距離で結ぶとき、その線が接する山等の

障害物をいう。以下同じ。）がない場合の電界強度は、次式によつて算出するもの

とする。 

(1) （同左） 

Ｅ＝ 
222√Ｐ 

・Ａ０・Ｃ（mＶ／m） 
 

d  

Ｐは受信点方向の実効輻
ふく

射電力（kw）  

dは送受信点間の地図上の距離(km)  

Ａ０は注３に定める方法により求めた値  

Ｃは注４に定める方法により求めた値  

上記の計算式の記号の意義は、以下に示す計算式において適用するものとする。  

(2) 山岳回折に関係する n個の山（以下において、送信点からみて順次一番目の山、

二番目の山…………、n番目の山という。）がある場合の電界強度は、次式によつ

て算出するものとする。 

(2) （同左） 

Ｅ＝ 
222√Ｐ 

・Ａ１・Ａn＋１・S１・S２……・Ｓn・Ｃ（mＶ／m） 
 

d  

Ａ１、Ａn＋1は注３に定める方法により求めた値  

Ｓ１、Ｓ２………、Ｓnはそれぞれ一番目の山、二番目の山、………n番目の

山の回折係数であつて注５に定める方法により求めた値 

 

注１ 電界強度の算出にあたり必要な地形の見通図は、20 万分の１以上の精密度

を有する地図によつて作成するものとする。この場合において、地球の等価半

径は、8,500キロメートル（実際の地球平均半径の約３分の４倍に相当する。）

とする。 

注１ （同左） 

２ 受信点が市街地内にあるときとは、注 4の(2)のイのΓの値が 1パーセント ２ （同左） 



二 
 

以上となるときをいう。 

３ Ａｉ（ｉは０、１又はｎ＋１とする。）は、次の要領によつて求めるものと

する。 

３ （同左） 

(1) 考察する二点（ｉ＝０の場合は送信空中線輻
ふく

射体中心部と受信点を、ｉ

＝１の場合は送信空中線輻
ふく

射体中心部と山岳回析に関係する一番目の山の

山頂を、ｉ＝ｎ＋１の場合は山岳回析に関係するｎ番目の山の山頂と受信点

をいう。以下同じ。）が見通しの関係にある場合 

(1) （同左） 

ア 考察する二点のうちの一点、その二点間の電波反射点（地図上の二点を

結ぶ線分を二点のそれぞれの海抜高に従つて、その比に内分した点を通る

鉛直線と見通図上の地表線との交点をいう。以下同じ。）及び考察する二

点のうちの他の一点を順次に結ぶ二つの線分のうち、いずれかが山等の障

害物でさえぎられる場合のＡiは１とする。 

ア （同左） 

イ 考察する二点のうちの一点、その二点間の電波反射点及び考察する二点

のうちの他の一点を順次に結ぶ二つの線分がいずれも山等の障害物でさ

えぎられない場合のＡiは、超短波放送、超短波音声多重放送又は超短波

文字多重放送を行う基幹放送局にあつては別表第５図の５から第５図の

12まで、テレビジヨン放送を行う基幹放送局にあつては別表第 14図から

第 21図までの図表により求める。この場合、図表上の記号は、次のとお

りとする。 

イ 考察する二点のうちの一点、その二点間の電波反射点及び考察する

二点のうちの他の一点を順次に結ぶ二つの線分がいずれも山等の障害

物でさえぎられない場合のＡiは、超短波放送、超短波音声多重放送又

は超短波文字多重放送を行う基幹放送局にあつては別表第５図の５か

ら第５図の 12まで、テレビジヨン放送、テレビジヨン音声多重放送、

テレビジヨン文字多重放送又はテレビジヨン・データ多重放送を行う

基幹放送局であつて 300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合に

あつては別表第６図から第 13図まで、300ＭＨzをこえる周波数の電波

を使用する場合にあつては別表第 14図から第 21図までの図表により

求める。この場合、図表上の記号は、次のとおりとする。 

ｄは考察する二点間の地図上の距離（ｋｍ） ｄは考察する二点間の地図上の距離（ｋｍ） 

ｈ１及びｈ２は考察する二点の海抜高からそれぞれその二点間の電

波反射点の海抜高を差し引いた値（ｍ） 

ｈ１及びｈ２は考察する二点の海抜高からそれぞれその二点間の

電波反射点の海抜高を差し引いた値（ｍ） 

Ａ′は 20log10Ａi（db） Ａ′は 20log10Ａi（db） 

なお、別表第５図の５から第５図の 12まで又は別表第６図から第 21

図までにｈ１又はｈ２に一致する図表又は曲線がない場合は、次の要領に

よりＡ′を求める。 

なお、別表第５図の５から第５図の 12まで又は別表第６図から第

21図までにｈ１又はｈ２に一致する図表又は曲線がない場合は、次の

要領によりＡ′を求める。 

(ｱ) h１に一致する図表はあるが、h２に一致する曲線がない場合 (ｱ) （同左） 

h２に最も近い二つの曲線から二つのＡ′の近似値を求め、この二つ

のＡ′の近似値をh２に一致する値となるように比例配分して求める。 

 

(ｲ) h２に一致する曲線はあるが、h１に一致する図表がない場合 (ｲ) （同左） 

h１に最も近い二つの図表から二つのA′の近似値を求め、この二つの

Ａ′の近似値をh１に一致する値となるように比例配分して求める。 

 

(ｳ) h１及びh２に一致する図表及び曲線がない場合 (ｳ) （同左） 

h１に最も近い二つの図表から(ｱ)の方法に準じてh２に一致する二つ

のＡ′の近似値を求め、次にこの二つのＡ′の近似値をh１に一致する

 



三 
 

値となるように比例配分して求める。 

(2)  考察する二点が地球の曲率のために見通しの関係にない場合 

別表第５図の５から第５図の 12まで又は別表第６図から第 21図までの

図表により、この注の(1)のイの方法により求める。ただし、h１及び h２

は考察する二点の海抜高（m）とする。 

(2) （同左） 

４ Ｃは、次の要領によつて求めるものとする。 ４  （同左） 

(1) 300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＣは１とする。 (1) （同左） 

(2) 300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合 (2) （同左） 

ア 受信点が市街地内にない場合のＣは、別表第 22図の１により求める。 ア （同左） 

イ 受信点が市街地内にある場合のＣは、別表第 22図の２により求める。

この場合、図表上の記号は、次のとおりとする。 

イ （同左） 

Γは受信点を中心とする１キロメートル平方の地表の平均の高さから

10メートルの高さにおける当該１キロメートル平方内にある建築構造物

の水平断面積の総和の１平方キロメートルに対する百分率（％）φは受

信点から送信空中線輻
ふく

射体中心部（山岳回折に関係するn個の山がある場

合はn番目の山の頂上とする。）をみる仰角（rad）とし、別表第 23図の

１及び別表第 23図の２により求める。 

 

Ｃ′は、20log10Ｃ（db）  

なお、別表第 22図の２にΓに一致する曲線がない場合は、Γに最も近

い二つの曲線から二つのＣ′の近似値を求め、この二つのＣ′の近似値

をΓに一致する値となるように比例配分して求める。 

 

５ Ｓｉ(ｉは、１、２、………、ｎとする。)は、ｉ番目の山に対応するＤi及び

Ｈiを用いて、超短波放送、超短波音声多重放送又は超短波文字多重放送を行

う基幹放送局にあつては別表第５図の 13により、テレビジヨン放送を行う基

幹放送局にあつては別表第 25図により求める。 

５ Ｓｉ(ｉは、１、２、………、ｎとする。)は、ｉ番目の山に対応するＤi

及びＨiを用いて、超短波放送、超短波音声多重放送又は超短波文字多重放

送を行う基幹放送局にあつては別表第５図の 13により、テレビジヨン放

送、テレビジヨン音声多重放送、テレビジヨン文字多重放送、又はテレビ

ジヨン・データ多重放送を行う基幹放送局であつて 300ＭＨz以下の周波数

の電波を使用する場合にあつては別表第 24図により、300ＭＨzをこえる周

波数の電波を使用する場合にあつては別表第 25図により求める。 

この場合、図表上の記号は、次のとおりとする。 この場合、図表上の記号は、次のとおりとする。 

Ｄi＝ 

(ｄ1＋ｄ2＋…………………＋ｄi)ｄi＋

１ 

 

Ｄi＝ 

(ｄ1＋ｄ2＋…………………＋ｄi)ｄi＋１  

ｄ１＋ｄ２＋………………＋ｄi＋１ ｄ１＋ｄ２＋………………＋ｄi＋１ 

ｄ１＋ｄ２＋………………………＋diは送信点からｉ番目の山までの地

図上の距離（ｋｍ） 

ｄ１＋ｄ２＋………………………＋diは送信点からｉ番目の山まで

の地図上の距離（ｋｍ） 

ｄi＋１はｉ番目の山からｉ＋1番目の山(ｉ＝ｎのときは受信点)までの

地図上の距離（ｋｍ） 

ｄi＋１はｉ番目の山からｉ＋1番目の山(ｉ＝ｎのときは受信点)ま

での地図上の距離（ｋｍ） 

Ｈiは、次の値とする。 Ｈiは、次の値とする。 

ｉ＝1の場合 ｉ＝1の場合 



四 
 

送信空中線輻
ふく

射体中心部と二番目の山の頂上（ｎ＝１のときは受信

点）とを結ぶ直線と一番目の山の頂上を通る鉛直線との交点の海抜高を

一番目の山の海抜高から差し引いた値（ｍ） 

送信空中線輻
ふく

射体中心部と二番目の山の頂上（ｎ＝１のときは受

信点）とを結ぶ直線と一番目の山の頂上を通る鉛直線との交点の海

抜高を一番目の山の海抜高から差し引いた値（ｍ） 

ｉ≧２の場合 ｉ≧２の場合 

ｉ番目の山の頂上とｉ－１番目の山の頂上とを結ぶ直線と送信点を

通る鉛直線との交点を求め、この交点とｉ＋１番目の山の頂上（ｉ＝ｎ

のときは受信点）とを結ぶ直線と i番目の山の頂上を通る鉛直線との交

点の海抜高を１番目の山の海抜高から差し引いた値（ｍ） 

ｉ番目の山の頂上とｉ－１番目の山の頂上とを結ぶ直線と送信点

を通る鉛直線との交点を求め、この交点とｉ＋１番目の山の頂上（ｉ

＝ｎのときは受信点）とを結ぶ直線と i番目の山の頂上を通る鉛直

線との交点の海抜高を１番目の山の海抜高から差し引いた値（ｍ） 

Ｓ′は、20log10Ｓi（db） Ｓ′は、20log10Ｓi（db） 

なお、別表第５図の 13又は別表第 25図にＨiに一致する曲線がない場合

は、Ｈiに最も近い二つの曲線から二つのＳ′の近似値を求め、その二つの

Ｓ′の近似値をＨiに一致する値となるように比例配分して求める。 

なお、別表第５図の 13又は別表第 24図及び別表第 25図にＨiに一致

する曲線がない場合は、Ｈiに最も近い二つの曲線から二つのＳ′の近

似値を求め、その二つのＳ′の近似値をＨiに一致する値となるように

比例配分して求める。 

  

別表第６図から別表第 13図まで 削除 別表第６図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 

  

 別表第７図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 



五 
 

 

 

  

 別表第８図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 

  

 別表第９図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 



六 
 

 

 

  

 別表第 10図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 

  

 別表第 11図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′）  



七 
 

 

 

  

 別表第 12図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 

  

 別表第 13図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＡ′） 



八 
 

 

 

  

別表第 14図 別表第 14図（300ＭＨzを越える周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 （同左） 

  

別表第 15図 別表第 15図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 



九 
 

 

 （同左） 

  

別表第 16図 別表第 16図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

（同左） 

  

別表第 17図 別表第 17図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

（同左） 



一 〇 
 

  

別表第 18図 別表第 18図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 （同左） 

  

別表第 19図 別表第 19図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

（同左） 

  

別表第 20図 別表第 20図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 



一 一 
 

 

 （同左） 

  

別表第 21図 別表第 21図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＡ′） 

 

 （同左） 

  

別表第 24図 削除 別表第 24図（300ＭＨz以下の周波数の電波を使用する場合のＳ′） 



一 二 
 

 

 

  

別表第 25図 別表第 25図（300ＭＨzをこえる周波数の電波を使用する場合のＳ′） 



一 三 
 

 

（同左） 

  

 


